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２　まとめ

平成１８年度～平成２５年度

(背景・目的）

天王山国有林内で確認される金ボタルとの共存のため、平成８年度から１０年間基礎
データ調査を実施してきたが、金ボタル飛翔の増加は確認されたものの、幼虫は確認
できず、金ボタル発生と森林整備との関連を解決するまでには至らなかった。
このため、これまでの基礎データをさらに蓄積・分析し、金ボタル発生(幼虫確認）と森
林施業との関連を解明する。

１　幼虫確認調査、飛翔調査

平成19年度、布とラップにより成虫３頭捕獲する。

609は林小班（55年生）及び609り林小班（51年生）内において環境(気温・
地温･湿度)調査、飛翔確認、幼虫確認調査(トラップ方式)

環境(気温・地温･湿度)調査、飛翔調査、幼虫確認調査(トラップ方式)、相
対照度測定

間伐実行(Ⅱ試験区　Ⅲ試験区で15％、30%間伐)

環境(土壌)調査、飛翔調査、幼虫確認調査(トラップ方式)、相対照度測定

飛翔調査、環境調査

幼虫確認調査、環境(気温・地温･湿度)調査

幼虫確認調査、飛翔調査

技術開発課題の成果整理シート

25－6

近畿中国

キンボタル、ヒメボタル、特定動物等生息保護林

金ボタルの生息する森林における施業の確立

概要

実証結果

平成20年度、試験地周辺で幼虫７頭捕獲する。

平成25年度、金ボタルの幼虫１頭捕獲する。すべてのプロットにおいて金
ボタルの飛翔を確認。

金ボタルの幼虫捕獲に成功するも、各年継続的に捕獲はできず、金ボタル
の生息と森林整備との関連性を見い出すことはできなかった。
これまでの飛翔調査等の結果から、生息環境の急激な変化を伴わない森
林施業であれば、金ボタルの生息に大きな影響を与えないと考えられる。
今後は、本技術開発課題の調査地である特定動物等生息地保護林にお
いて実施する「保護林モニタリング調査」に本技術開発課題の実施により
得られた成果を反映させることとしている。
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